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三村 豊 ＋ 遠山真理




林 耕次 + 太田和彦 +  
嶋田奈穂子 + 小林 舞 + 遠山真理
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話し手●安成哲三（所長）

























































































































































































































































二〇一二年から地球研に在籍し、二〇一六年からは研究基盤国際センターセンター研究員。とおやま・まり専門は科学コミュニケーション。学生時代に生命科学研究に携わり、 科学館ス ッフ、 大学の研究所広報を経て二〇一六年 〇月地球研 室に着任。
特集1
参考文献




































































　　  →地図 ₁
特集2
平成29年度 所長裁量経費グル プー研究の報告
報告者●林 耕次（プロジェクト研究員） ＋ 太田和彦（プロジェクト研究員） ＋ 







































































































































































   北海道・旭川
（男山酒造）
   北海道・余市
（オチガビワイナリー、
　ニッカ）
    秋田県・能代市ほか（NEXT 5）  
    ₄
   兵庫県・姫路市ほか
（本田商店、山田錦栽培地区）
                 8
  兵庫・伊丹  （企画展「日本酒の自然誌」）  ₈
   福島県・会津地方
（高橋庄作酒造店、松尾神社、榮川酒造）   




     奈良県・桜井市
（三輪明神  大神神社）
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































約3か月 直径  6,779 km（地球の約半分）
重力  3.711 m/s2（地球の約3分の1）
地球との最短距離 7,528万km（月の約200倍）
自転周期  24.6時間
公転周期  586 sol＊（約687日）























＊3　Berque, Augustin Poétique de la Terre : Histoire naturelle et 








































































































































































































































































































































































































































































    （制度・出来ごとから）



























































G-05●人新世における民主主義的な技術開発についての現状と課題 水上拓哉（東京大学大学院学際情報学府／ IHS 修士課程2年）
R-01●Whose Anthropocene? By Whom is the Anthropocene Narrated?: 

































視点     1 大きい視野と小さい視野を行き来すること
視点     2 民主主義の背景、現在、結果、資本主義との関係
視点     3 市民の合意形成（科学技術など）意思決定の主体の範囲










































































































































































































































表 紙 は 語 る
撮影：2016年9月
タイ　サムットソンクラーム県　メークロン市場
　遠くからゆっくりと列車がくると、店主
たちは日よけの傘をパタパタとたたみ、売
りものを片づけ、少し身を縮めて列車が通
り過ぎるのを待つ。
　バンコク市内にあるウォンウィアン・ヤ
イ駅から西に約30kmで終点マハーチャイ
駅に到着する。列車を降りて目の前に流れ
るターチン川を渡し船で渡ったさきにある
バーンレーム駅から、さらに西に約30kmさ
きの終点、メークロン駅の構内にこの市場
はある。もしくは、市場の中に駅があると
いったほうが正確かもしれない。列車は1
日に4往復するだけなので、そのとき以外は、
新鮮な野菜や魚介類や日用品が線路のギリ
ギリまでせり出して並べられ、地元の住民
が平然と買いものをする。なぜこのような
不思議な市場ができたのかについては、も
ともと市場があったところに鉄道が通った
から、とか、線路沿いのほうが場所代が安い
から、とか、どうもほんとうかどうかわから
ない情報ばかりだが、その不思議な風景を
求めて、たくさんの観光客がやってくる。
　海外では、自分のあたりまえが通じない
ことは多い。でも、それが心地よい国もあり、
ぼくにとってタイはそういう国だ。タイで
は、列車の中で大声で電話する人もいれば、
売り子さんから買ったフルーツやお弁当を
食べている人もいる。街に出れば、冷房の
きいたコンビニの冷たい床に野良犬が寝転
がっているようすなどは、どこか微笑まし
くもある。そんな「あたりまえじゃないけ
れど心地よい風景」を求めに、またどこかに
行きたくなる。
列車がくる
押海圭一
（特任専門職員）
